
 

５月に縁について書きました。「出会いは神

様が準備してくださった贈り物だと感じます」

と。しかしその文章を書きながら、逆もある、と

いう思いを感じていました。 

 そしてその後、その思いが的中したニュース

がありました。５月１４日、栃木県で１６歳の高

校生４人が強盗殺人事件を起こして逮捕され

ました。この高校生たちを事件に巻き込んだ大

人たちがいました。１６歳、将来のある高校生 
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たち。この大人たちに出会わなければ事件に巻

き込まれることもなく、犯罪者になることもなか

っただろうに、と強く思いました。この子たちは

一生、この大きな傷をかかえて生きていかなけ

ればならないと思うと本当に胸が痛く苦しいで

す。高校生たちに悪を命じた大人はその責任を

どうとるのでしょうか。与えた傷は償うことはで

きません。 

私は私と出会う人にどんな影響を与えている

でしょうか。相手を温かい気持ちにしているか、

年若い人たちを善に導き、向上させようとして 



いるか。それとも悲しく辛い気持ちにさせてい

ないか、悪に導いていないか。私達は心して人

と接する必要があります。 

 日々の出会いの中で自分にとって良くない

出会い、と思う時はそこから撤退する勇気と賢

明さが必要です。そして自分は出会う人に平

和や喜びや安心を感じさせるような人であり

たいと願います。そのためには人を尊重し、そ

の人のしあわせを願う気持ちで接しなければ 

ならないと思います。自分の利益のために人を

利用し、そして傷つけるようなことが決してあっ

てはなりません。「隣人を自分のように愛しなさ

い」これはキリストの言葉です。 

 あの高校生たちが立ち直り、これからはよい

出会いに恵まれ正しい選択のできる人に成長

しますよう切に祈ります。 

 

（院長 山中淳子） 
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お告げのマリア修道会 

下五島地区施設長会主催 

今年の施設長会主催の研修会では、職場のハラ

スメントに関する内容を学びました。 

 職場内での無礼な言動は、心理的安全性を著し

く損ない、組織のマネジメント力の低下や職員の健

康被害につながることから、ハラスメントは決して

あってはならないものであると再認識しました。 

また、カスタマーハラスメントへの対応について

も、具体的な事例を交えながら学ぶことができま

した。適切な対応方法を理解することで、職員を守

る体制づくりの重要性を感じました。 

さらに、日頃から良好なコミュニケーションを築

いておくことが、ハラスメントの予防やリスクマネ

ジメントにつながることも重要な学びでした。 

職員研修会 



 

聖母月の集い 

 

 ５月 30 日、聖母月にあたり、入院

中の患者さんと一緒にロザリオの祈

りを唱えました。一階ロビーの聖母

子像の前には、「マリア様に」と患者

さんが庭から切ってこられた花が美

しく添えられていました。それらの

花に見守られながら、世界の平和と

一日も早い病気回復を願い、静かで

温かい祈りの時間を過ごしました。 

 

 

 

防火訓練/避難訓練 
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5 月 15 日、 火災避難訓練を行いました。今回は夜間火災

の想定でしたが、人工呼吸器や酸素吸入を使用する重症患者

の避難誘導、その後の処置の段取り等も確認しました。また、消

火器による初期消火訓練も実施し、訓練後にそれぞれの反省点

を共有しました。今後も安全対策に万全を期してまいります。 
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第２５回 聖マリア病院 院内学術研究発表会 

第２５回聖マリア病院学術研究発表会 

６月１８日、 第２５回聖マリア病院 学術研究発表会が開催されました。今回も各施設をオンライン

で結び、ハイブリッド形式にて執り行われました。演題は以下の通りです。 

 

 

① 『当院における麻薬製剤の使用状況』                     聖マリア病院 薬剤部 

② 『システム管理者の業務について』                       聖マリア病院 システム担当者 

③ 『看護師による排泄エコーの実践をとおして』                聖マリア病院 病棟看護部        

④ 『臨床研修医の研修協力施設としての 

              聖マリア病院の実績と今後の展望』               聖マリア病院 診療部                                             



 

 

7 月上旬まで地域研修でお世

話になります。五島に来て、海

鮮が本当に美味しくて感動して

います。また、イカを釣れるよ

うに毎日頑張っていますが、釣

果は０です。食べたくなった

ら、エレナで買っています。２

か月間よろしくお願いします。 

飯野 研一郎  

Dr. Iino Kentaro 

 

◇出身地…福岡県 

◇趣味…ブラジリアン柔術、サウナ、ゴルフ 

◇志望科…外科、整形外科 

◇研修期間…令和８年５月 17 日～７月 11 日 

■研修医紹介～はじめまして～ 

落合
おちあい

 太一
た い ち

  先生 

Dr. Ochiai Taichi 
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飯野 研一郎  

Dr. Iino Kentaro 

 

初めまして、筬島慶
おさじまけい

です。 

五島ということで、川口春奈み

たいな人がわんさかいるんじゃ

ないかと思ってきたら、わんさ

かいたのはシスターの方々でし

た。スタッフの皆様は自分にい

つも笑顔で声をかけてくださる

ので毎日元気をもらっていま

す。まだ慣れていないのでご迷

惑をかけることが多いですが、

たくさん助けてください。2 ヶ

月間よろしくお願いします。 

◇出身地…福岡県 

◇趣味…テニス、ゴルフ、カラオケ、漫画を集める 

ポケモン、ゲーム全般（インドア派です） 

◇志望科…麻酔科 

◇研修期間…令和８年６月 14 日～８月８日 

筬
おさ

島
じま

  慶
けい

 先生 

Dr. Osajima Kei 



降り注ぐ雨に洗われて深まってい

く山々の緑と夏野菜の成長に目を

見張るこの頃です。連日の大雨と台

風で全国各地に避難指示が発令さ

れましたが、皆様の地域に被害はあ

りませんでしたか。天候が荒れると

気持ちも沈みがちですが、雨を吸っ

て力強く生きる自然の営みには、確

かな生命力を感じます。今年も残り

半分。本格的な夏に向け、少しずつ

体力を蓄えてまいりましょう。  

              （編集者） 

 

 

今 月 の 写 真 
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梅雨入りを控えた 5 月、中庭の

ルルドにアジサイが咲いていまし

た。美しい聖母月です。 

 

編集者より 
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・７月 ８ 日（水) 施設基準に係る適時調査            

・７月２５日（土）  地域清掃活動 

・８月１５日（土） 休診日 

 

 

 

 

◆  7月/8月の予定 ◆ 

次回発行日 令和８年９月１日 

は令和８年 9 月 1 日です。 

お 知 ら せ 


